
RANET概要

・原子力事故関連国際２条約に基づく
（原子力事故早期通報条約、

原子力事故援助条約）
・ 2006 年設立
・専門家を被災地に派遣する現地支援

(FAT)と自国において解析･評価及び
助言を行う外部支援（EBS)の2種類の
支援方法

RANETの仕組み

支援要請国

IAEA

国

①支援要請
IAEA

現地対応チーム

③要請通知④調整

④協議提案②適宜派遣

②状況と要請の評価

支援活動計画

支援国

支援項目
・航空機による汚染調査 ・放射線レベル･汚染調査
・環境試料の濃度測定 ・線源捜索・回収
・事故評価と助言 ・医療支援
・公衆の放射線防護 ・生物学的線量評価
・体内被ばく線量評価 ・バイオアッセイ
・組織病理学 ・線量再構築

⑤支援要請

④協議提案

被災地

外部支援
EBS

現地支援
FAT

対応専門家派遣
資機材提供

解析・評価
助言

今回は外部支援
（EBS）として登録



日本原子力研究開発機構
原子力緊急時支援・研修センター
〔技術支援拠点施設〕

資機材庫支援棟

研修棟

茨城県原子力オフサイトセンター
〔緊急時応急対策拠点施設〕

日本原子力研究開発機構 原子力緊急時支援・研修センターの活動風景

環境影響に係る検討風景

防災資機材の搬送風景
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